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法による化学平衡計算に改良した．これは NASA-CEA（Chemical Equilibrium Application）コード
と同じ方法である． 
 



































風洞試験は 5日間で計 29回実施され，そのうち 4回は Flightモデルにおけるマッハスィープ試
験である． 
図４には風洞試験に用いた 4つのインテークモデルの空力性能を示した．Flightモデルのインテ


















































































































































































ンジン始動時における予想回転数は，定格回転数比で 75 %とされている． 
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